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事業所名 Wing-Garden西台・ときわ台 支援プログラム（参考様式） 作成日 令和７ 年 3 月 6 日

法人（事業所）理念 すべての子どもを未来に向かって羽ばたかせたい

支援方針

・様々な経験を通して楽しいこと好きなことから一人一人にあった療育を行う
・生きていく為に必要な心の力、学び力、身体の力を育てる
・保護者が相談できる場でありレスパイトの場を作る
・地域の方との交流や世代間の交流を図る
・保護者と一緒に育てる

営業時間
平日 13 時 30 分から 18 時 30 分まで

送迎実施の有無 あり なし
学休日 9 時 30 分から 16 時 30 分まで

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

〈健康状態の把握・生活に必要なスキルを身に付ける〉
・来所時に健康観察、手洗い、排泄、着脱、所持品の片づけをし、基本的な生活習慣を身に付ける
　食事のマナーや、正しい姿勢の保持、遊んだ後の片づけや整理整頓を行い、生活上必要な事が習慣になる様環境を整え支援を行う
・避難訓練（火災・地震・不審者対応訓練）を月１回行う

運動・感覚

〈体幹を鍛え身体のバランスを整え運動能力の向上を目指す〉
・体幹トレーニング、運動サーキット等を行い、身体の筋力を鍛え粗大運動を行う
・スライムや小麦粉粘土遊び等の感触遊びや、製作等の手先を使った微細運動を行う
・五感を刺激する遊びを通して感覚の発達を促す
・リトミックや音楽療法等の活動を楽しみながら、身体を動かす中でバランス感覚や、力の強弱、距離感の成長を促し、音楽や楽器に触れる事で身体感覚を養ったり、心身がリフレッシュ
し癒される機会を作る

認知・行動

〈物事を理解し、知識や思考力を高め、適切な行動が取れる様にサポートする〉
・宿題や学習プリントに取り組み、学習の定着を促進する。また、知的なゲームや遊びを通して、遊びを楽しくアプローチし、問題解決能力や判断力を向上させる
・クッキングを通し、季節の食材に触れたり素材の理解を深め、調理の過程を学んだり食文化に興味を持って貰えるように自立支援を行う
・発達段階や障がいの特性に応じて、自立課題や製作活動を行い認知能力の向上を目指す

言語
コミュニケーション

〈言語能力を発達させ言葉やりとりや円滑なコミュニケーション能力の向上を目指す〉
・ことば遊び、ジェスチャー遊び、絵カードを使った遊びを取り入れ、言葉の理解力や表現力を向上させる
・ＳＳＴを取り入れ対人コミュニケーションスキルを身につける
・自分の気持ちを言葉で伝えたり相手の気持ちを汲み取り考えを理解したりして相手とのコミュニケーションが円滑に行く様に支援を行う

人間関係
社会性

〈人と心地良い関係を育む土台を作り、社会に出た時に困らない様にルールやマナーを身に付ける〉
・職員や友だちと信頼関係を築き、落ち着いて安心して過ごせる居場所作りを目指す
・長期休みや学休日は課外活動に行き、集団行動や公共の場でのルールやマナーを実践しながら学ぶ機会を提供する
・季節の行事に参加し日本の伝統文化に触れる機会を作る
・ゲーム・レクリエーションを通して、ルールに従いチームを組む事で互いを意識し人間関係の構築を目指す
・長期休みや学休日など、買い物体験を通してお金の計算をしたり自分で買い物をする機会を作る

家族支援

・日々の支援のフィードバックは、ケア記録に記載したり、送迎時に保護者に
ご利用中の様子を報告する
・半年に１度電話か面談でご家族の方とモニタリングを行う
・子育てに関する困りごとに対する相談援助を行う

移行支援

・必要に応じて相談支援員や学校やその他の関係機関と連絡を取り、進路
や移行先の選択について本人や家族への相談援助や移行に向けての様々な
準備の支援を行う
・本人とご家族が望む生活の実現に向けて支援する

地域支援・地域連携

・担当者会議等の連携会議に出席し、現状の把握と今後の見通し等について協
議し、連携を図る
・医療機関や関係各所と情報共有する等連携を図る事で体調の把握に努める
・プログラムやイベントを通して他事業所との交流会や地域のNPO法人のイベン
トに参加し地域との交流を図る
・学校、相談支援員、関係機関と必要に応じて連携を図る

職員の質の向上

・虐待防止研修、強度行動障害研修、児童発達支援管理責任者研修、救命
急講習、福祉に関わる資格取得のための研修に参加する
・定期的な社内研修や職員の知識とスキルを高める外部の研修に参加する

主な行事等

・季節の行事（進級のお祝い・七夕・夏祭り・ハロウィン・クリスマス・お正月・節分・ひな祭り）
・その他の行事（遠足・職場体験・夏の水遊び・お芋掘り・商店街見学）


